
番 号 名 称 略 称

2 東京書籍 東書 数Ｃ 002-901 Ａ５ 206 令和８年

2 東京書籍 東書 数Ｃ 002-902 Ａ５ 182 令和８年

2 東京書籍 東書 数Ｃ 002-903 Ａ５ 166 令和８年

2 東京書籍 東書 数Ｃ 002-904 Ａ５ 193 令和８年

2 東京書籍 東書 数Ｃ 701 ◆ Ａ５ 210 令和４年

2 東京書籍 東書 数Ｃ 702 ◆ Ａ５ 198 令和４年

7 実教出版 実教 数Ｃ 007-901 ◆ Ａ５ 182 令和８年

7 実教出版 実教 数Ｃ 007-902 ◆ Ａ５ 190 令和８年

7 実教出版 実教 数Ｃ 703 ◆ Ａ５ 182 令和４年

7 実教出版 実教 数Ｃ 704 ◆ Ａ５ 182 令和４年

61 新興出版社啓林館 啓林館 数Ｃ 061-901 ◆ Ａ５ 186 令和８年

61 新興出版社啓林館 啓林館 数Ｃ 061-902 ◆ Ｂ５変型 194 令和８年

61 新興出版社啓林館 啓林館 数Ｃ 061-903 ◆ Ａ５ 178 令和８年

61 新興出版社啓林館 啓林館 数Ｃ 061-904 ◆ Ａ５ 146 令和８年

61 新興出版社啓林館 啓林館 数Ｃ 705 ◆ Ａ５ 187 令和４年

61 新興出版社啓林館 啓林館 数Ｃ 706 ◆ Ａ５ 170 令和４年

61 新興出版社啓林館 啓林館 数Ｃ 707 ◆ Ａ５ 178 令和４年

104 数研出版 数研 数Ｃ 104-901 ◆ Ａ５ 222 令和８年

104 数研出版 数研 数Ｃ 104-902 ◆ Ａ５ 230 令和８年

104 数研出版 数研 数Ｃ 104-903 ◆ Ａ５ 202 令和８年

104 数研出版 数研 数Ｃ 104-904 ◆ Ａ５ 190 令和８年

104 数研出版 数研 数Ｃ 104-905 ◆ Ａ５ 182 令和８年

104 数研出版 数研 数Ｃ 708 ◆ Ａ５ 218 令和４年

104 数研出版 数研 数Ｃ 709 ◆ Ａ５ 198 令和４年

104 数研出版 数研 数Ｃ 710 ◆ Ａ５ 190 令和４年

104 数研出版 数研 数Ｃ 711 ◆ Ａ５ 182 令和４年

104 数研出版 数研 数Ｃ 712 ◆ Ａ５ 222 令和４年

数学
（数学Ｃ）

発 行 者
教科書の記号・番号 判型 ページ数 検定済年
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番 号 名 称 略 称

数学
（数学Ｃ）

発 行 者
教科書の記号・番号 判型 ページ数 検定済年

183 第一学習社 第一 数Ｃ 183-901 Ｂ５変型 182 令和８年

183 第一学習社 第一 数Ｃ 713 Ｂ５変型 182 令和４年

※「教科書の記号・番号」欄にある◆は、「学習者用デジタル教科書」（学校教育法第34
条第２項に規定する教材）の発行予定があることを示す。

217



１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者及び教科書の番号  
 

数学Ｃ 冊 数 29冊 

発行者の略称・ 

教科書の番号 

東書002-901 東書002-902 東書002-903 東書002-904 東書701 東書702  

実教007-901 実教007-902 実教703 実教704 啓林館061-901 啓林館061-902  

啓林館061-903 啓林館061-904 啓林館705 啓林館706 啓林館707 数研104-901  

数研104-902 数研104-903 数研104-904 数研104-905 数研708 数研709 数研710 

数研711 数研712 第一183-901 第一713 

 
２ 学習指導要領における教科・科目の目標等 

【数学の目標】 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

(1) 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的

に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的

に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

(3) 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度

や創造性の基礎を養う。 

【数学Ｃの目標】 

   数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

(1) ベクトル、平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する 

とともに、数学的な表現の工夫について認識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数

学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

(2) 大きさと向きをもった量に着目し、演算法則やその図形的な意味を考察する力、図形や図形の構造

に着目し、それらの性質を統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・

的確に表現する力を養う。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態

度や創造性の基礎を養う。 

 

 【数学Ｃの内容及び内容の取扱い】   

 「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
 (1) ベクトル 
 ア 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味、相等、和、差、
実数倍、位置ベクトル、ベクトルの成分表
示について理解すること。 

(ｲ) ベクトルの内積及びその基本的な性質に
ついて理解すること。 

(ｳ) 座標及びベクトルの考えが平面から空間
に拡張できることを理解すること。 

 イ  
(ｱ) 実数などの演算の法則と関連付けて、ベ

クトルの演算法則を考察すること。 
(ｲ) ベクトルやその内積の基本的な性質など

を用いて、平面図形や空間図形の性質を見
いだしたり、多面的に考察したりすること。 

(ｳ) 数量や図形及びそれらの関係に着目し、
日常の事象や社会の事象などを数学的に捉 

（1）内容の(3)の指導に当たっては、数学的活動を
一層重視し、生徒の関心や多様な考えを生かし
た学習が行われるよう配慮するものとする。 
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 「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
え、ベクトルやその内積の考えを問題解決
に活用すること。 

(2) 平面上の曲線と複素数平面 
ア 
(ｱ) 放物線、楕円、双曲線が二次式で表され

ること及びそれらの二次曲線の基本的な性
質について理解すること。 

(ｲ) 曲線の媒介変数表示について理解するこ
と。 

(ｳ) 極座標の意味及び曲線が極方程式で表さ
れることについて理解すること。 

(ｴ) 複素数平面と複素数の極形式、複素数の
実数倍、和、差、積及び商の図形的な意味
を理解すること。 

(ｵ) ド・モアブルの定理について理解するこ
と。 

イ 
(ｱ) 放物線、楕、双曲線を相互に関連付けて

捉え、考察すること。 
(ｲ) 複素数平面における図形の移動などと関

連付けて、複素数の演算や累乗根などの意
味を考察すること。 

(ｳ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に
捉え、コンピュータなどの情報機器を用い
て曲線を表すなどして、媒介変数や極座標
及び複素数平面の考えを問題解決に活用し
たり、解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察したり
すること。 

(3) 数学的な表現の工夫 
 ア 

(ｱ) 日常の事象や社会の事象などを、図、表、
統計グラフなどを用いて工夫して表現する
ことの意義を理解すること。 

(ｲ) 日常の事象や社会の事象などを、離散グ
ラフや行列を用いて工夫して表現すること
の意義を理解すること。 

 イ 
(ｱ) 図、表、統計グラフ、離散グラフ及び行

列などを用いて、日常の事象や社会の事象
などを数学的に表現し、考察すること。 

 

 
３ 教科書の調査研究 

（1）内容 

ア 調査研究の総括表 

     

      調  査  項  目   対象の根拠（目標等との関連） 
 ａ 単元など内容や時間のまとまりを通して、その中

で育む資質・能力の育成 

【事象の数学化】【解決の過程や結果の考察】 

学習指導要領 第２章 第４節 第３款 １（1） 

学習指導要領 第２章 第４節 第２款 第６ １

（1）（3） 
ｂ 数学的活動を通して育む資質・能力の育成 

【創造性の基礎力】 

 

学習指導要領 第２章 第４節 第１款  
学習指導要領 第２章 第４節 第２款 第６ １

（3） 
    

 

その他の項目（各教科共通） 
 

学習指導要領総則、東京都教育委員会の基本方針、 
東京都教育ビジョン 
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イ 調査項目の具体的な内容 

① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項 

     調査研究事項のａ、ｂ及びその他の項目との関連で、次の事項について具体的に調査研究する。 

       ａ 単元など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の育成 

・ 各単元において、事象の数学化及び解決の過程や結果の考察について育成できるか見取る。 

ｂ 数学的活動を通して育む資質・能力の育成 

・ 数学的活動を通して、創造性の基礎力を育成できるか見取る。 

《その他の項目》(各教科共通) 
・ 我が国の伝統や文化、国土や歴史に対する理解、他国の多様な文化の尊重に関する特徴や工夫 

・ 人権課題（同和問題、北朝鮮による拉致問題等）に関する特徴や工夫 

・ 安全・防災や自然災害の扱い 

・ オリンピック・パラリンピックに関する特徴や工夫 

・ 固定的な性別役割分担意識に関する記述等 

 

② 調査対象事項を設定した理由等 

ａ 単元など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の育成 

・ 学習指導要領の中に、「単元など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の

育成」が言及されているので、数学Ｃでは、各単元において事象の数学化及び解決の過程や結果

の考察について、どのように扱われているかという視点で質的に調査する。 

ｂ 数学的活動を通して育む資質・能力の育成 

・ 学習指導要領の中に、「数学的活動を通して育む資質・能力の育成」が言及されているので、

数学Ｃでは、各単元において創造的な基礎力についてどのように扱われているかという視点で質

的に調査する。 

《その他の項目》（各教科共通） 
・ 我が国の領域をめぐる問題及び国旗・国歌の取扱いについては、学習指導要領総則に基づき、

これらの問題を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 
・ 北朝鮮による拉致問題については、東京都教育委員会の基本方針１に基づき、人権尊重の理念

を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 
・ 東京都では、自然災害時における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリス

クマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が

重要であることから、防災や自然災害の扱いについて調査する。 
・ 東京都教育委員会の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に貢献でき

る日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調査する。 
・ 東京都教育委員会の基本方針１及び東京都の男女平等参画推進の施策を踏まえ、固定的な性別

役割分担意識の解消や、「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気付いて言動等を

見直していくなど、男女の平等を重んずる態度を養うことができるよう、その扱いについて調査

する。 
 

（2）構成上の工夫（各教科共通） 
・ デジタルコンテンツの扱い 
・ ユニバーサルデザインの視点  

・ 自立した学習者の育成に資する工夫 
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